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東京武蔵村山ロータリークラブ

Weekly Report

2022～23年度国際ロータリー会長テーマ

イマジン ロータリー

RI会長 ジェニファー E. ジョーンズ

２０２2～２3年度東京武蔵村山ロータリークラブテーマ

今までの５０年に感謝して、これからの
５０年のクラブの継続をみんなで考えて行動しよう

第５1代会長 比留間一義

10月19日 （水）

全員クラブ協議会

5 0 周 年 記 念 式 典 に 向 け て
波 多 野 晃 夫 創 立 50周 年 副 実 行 委 員 長



・点 鐘 比留間 一義 会長

・進行 酒寄 好夫 会場運営委員

・斉 唱 「奉仕の理想」

ソングリーダー： 宮﨑 茂夫 会員

・出席報告 倉内 淳 会場運営委員長

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

33名 21名 70.00% な し

＊本日はございません。

◆今回計0円 累 計 456,000円

ニコニコＢＯＸ

・会務報告 比留間 一義 会長

○社会奉仕部門通信10月号

○10/23ポリオデー募金集計のお願い
・10/23（日）に行われる募金活動のチーム毎の集
計金額を10/24の上映会後の懇親会で発表致し
ますので、10/23中に募金金額をお知らせ下さい。

・10/23募金と各クラブの例会時などでの募金は別
・各クラブの例会時などで募金箱の設置で集まった
募金については、各クラブより直接ロータリー財団
に寄付。（期限は設けておりませんので、ポリオデー
後も募金箱を設置して頂き継続的な募金活動を）

・10/23以外の日に募金活動を行われるチームは、
募金活動後、市川地区副代表幹事まで連絡を。

○先日、荒井幹事と一緒に、「イオンモールむさし
村山」のGM寺川氏と面談してきました。
ポリオデーに関して募金箱を置かせてほしい旨要
請しましたが、これは断られました。
しかし、今後様々なイベントに絡めてロータリーに
協力できることはしたいとのことでした。
このチャンスを、今後の活動に活かしていきたいと
思います。



・
委員会報告

○世界ポリオデー街頭募金活動の実施について
・次のとおり実施しますので、よろしくお願いします。
日時 10月22日(土) 午後1時から2時まで
場所 第三藤ビル前

（学園３－４４－１ 藤野商事ビル前）
服装 ロータリーポリオTシャツ、帽子、

及びロータリージャンパー着用
＊例会扱いではなく、有志による活動です。
一般会員は、12時に集合し、昼食後活動します。

○ガバナー公式訪問について
・タイムスケジュールが変わりました。
会長幹事懇談会：11時から50分間
フォーラム：13時40分から50分間

・来訪者に、田村ガバナー補佐ガ加わりました。
・フォーラムのテーマについて、提案してください。

・幹事報告 荒井 孝育 幹事

○「世界ポリオデー２５８０」映画上映会・食事会開
催のお知らせ 比留間 孝司 会員

・日時 10月24日（月）15時30分から
・場所 東武ホテルレバント東京4階（墨田区）
・定員に余裕があるので、希望者はお申し込みく
ださい。

〇デーダラまつりに関する炉辺会合につて
田中 伸彦 社会奉仕委員長

・日時等 10月18日（火）午後6時～「五色」開催
・対象者 情報委員会委員、社会奉仕委員会委員、

会長、幹事

〇地区親睦ゴルフ決勝大会について
荒井 孝育 ゴルフ部長

・多摩分区親睦ゴルフ（10月7日開催）の結果、決
勝大会に出場が決まりました。
決勝大会の期日等は、次のとおりです。

・期日 11月21日（月）
・場所 水海道ゴルフクラブ（茨城県常総市）
申込み、大勢の皆様の参加をお願いします。



◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 比留間一義 ◎ 幹 事 荒井 孝育
○ 副会長 佐藤 貢 ○ 副事 宮﨑 正巳
□ クラブ会報委員長 内野 均 副委員長 比留間健一

委員 波多野晃夫、嶋田哲男、阿久津圭吾
井上昇一、倉内哲

東京武蔵村山ロータリークラブ

事務局/例会場 西武信用金庫村山支店2階
〒208-0004東京都武蔵村山市本町2丁目91-1
ＴＥＬ：042-520-3251/ＦＡＸ：042-520-3252
Ｅメール：t-mmrc＠crest.ocn.ne.jp
●例会日：毎週水曜日 12:30～13:30

藤野会長及び野島実行委員会幹事が欠席のため、
波多野副実行委員長が現在までの進行状況を報
告し、いくつかの事項について協議し、確認がされ
た。また、タイムスケジュール（案）が示され、意見
交換が行われた。

その概要は、次のとおり。
１ 確認事項
次の点が確認された。

・式典当日、会員夫人にも協力を依頼する。
・当日の出席者に対する記念品は、準備しない。
・永年在籍会員表彰の在籍基準は、20年とする。

２ 当日のタイムスケジュールについて
40周年記念式典の例を参考にして作成された案
（記念式典は、1時間で終了）をもとに、意見交換
がなされた。
主な意見は、次のとおり。

（記念式典関係）
・来賓の紹介は、映写ではなく、会長が口頭で紹介
するのが適当。

・寄付目録の受領者は、嶋村ガバナーにお願いした
ほうがよい。

・記念事業の発表の際の、映写時間を確定してほ
しい。

（記念講演関係）
・記念講演の講師に対する謝辞は会長に、そして
花束贈呈は会長夫人にお願いするのが適当。

（記念祝賀会関係）
・アトラクションは、祝賀会の後半部分で行うほうが
よいのでは。

３ 本日示したタイムスケジュールは、素案であり未
確定な部分も多い。
プログラムの表記の仕方、担当者、時間配分等に
ついて、いただいた意見をもとに加除・修正し、最
善のものにしていきたい。

・閉会の点鐘 比留間 一義 会長

・卓 話

・50周年記念式典に向けて
波多野晃夫 副実行委員長


